
フルインター化により期待される整備効果

【整備効果①】観光振興への貢献

隣接するインターチェンジを周遊する新たな観光ルートの形成や、インター
チェンジからの１０分圏域の拡大により、別府北部地域の活性化や観光客
の増加が期待されます。また観光シーズンに発生する別府インターチェンジ
周辺の渋滞解消も期待されます。

明礬温泉 十文字原展望台 血の池地獄 アフリカンサファリ

別 紙
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由布岳スマートＩＣ

別府湾スマートＩＣから
10分圏域の主な観光地

・明礬温泉

・柴石温泉

・亀川温泉

・十文字原展望台

・血の池地獄（地獄めぐり）

・龍巻地獄（地獄めぐり）

・白池地獄（地獄めぐり）

・海地獄（地獄めぐり）

・鬼石坊主地獄（地獄めぐり）

・山地獄（地獄めぐり）

・かまど地獄（地獄めぐり）

・鬼山地獄（地獄めぐり）

・アフリカンサファリ
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【整備効果②】国際施設の利便性向上

別府湾スマートインターチェンジに隣接する立命館アジア太平洋大学（APU)
は88の国・地域から学生が集まる国際大学であり各国要人も含めた来訪
者は年間2万人を超える状況です。

また大分県内全市町村および福岡市等、県外の自治体とも観光振興、人
材育成等に関する連携協定を締結しており、福岡方面への移動時間の短
縮による利便性向上により、大学の交流促進に大きく寄与することが期待
されます。

福岡市、APUの協定締結式
高島福岡市長(左)と是永前学長

学生総数 5,963名
（2018年5月1日現在）

別府市、APU、JALの協定締結式
JAL溝之上氏(左)長野別府市長(中)と今村副学長
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由布岳スマートＩＣ
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【整備効果③】リダンダンシーの確保

東九州自動車道へのアクセスが向上することにより、高速道路を利用した
広域的な緊急輸送道路ネットワークが構築可能となります。
津波浸水時の亀川地区等別府北部地域への迅速な対応、鶴見岳噴火によ
る別府インターチェンジ被災時の対応、また立命館アジア太平洋大学の防
災拠点としての活用など、大規模災害時におけるリダンダンシーの確保が
期待されます。

【津波浸水予測図】

● 別府市役所

ビーコンプラザ ●

新別府病院 ●

べっぷアリーナ ●

●
別府中央小学校

●

別府競輪場

●

公設地方卸売市場

緊急輸送道路

幹 線 道 路
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500

別府医療センター
●

500

立命館アジア
太平洋大学

亀川地区

べっぷしょうない べっぷやまが

かんなわかめがわ

せきのえひらみち

べっぷいちのみや

かめがわ

● 消防本部

防災拠点としての

活用が期待できる。

● 陸上自衛隊
十文字原演習場

【鶴見岳火山防災マップ】 別府湾スマートIC

別府IC
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